
ま
し
た
。（
石
碑
○７１
）
ま
た
、
記
念
碑
も

建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。（
石
碑
○７２
）

南
魚
沼
市
の
石
碑
○７１

小
川
泰
夫
氏
像
「
記
念
碑
」�

〔
後
山
〕

南
魚
沼
市
の
石
碑
○７２

青
の
洞
門
「
記
念
碑
」�

〔
後
山
〕

　

昭
和
５６
年
に
着
工
さ
れ
た
新
路
線
は
、

平
成
２
年
に
完
成
し
、
曲
折
し
た
峠
は
直

線
的
と
な
り
、
交
通
の
利
便
性
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
同
年
１０
月
１６
日
に
後
山
ト
ン
ネ

ル
の
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
山
ト
ン
ネ
ル
の
一
村
尾
側
の
壁
面
に

は
、
か
つ
て
八
色
原
一
面
に
咲
い
た
と
い

う
「
八
色
つ
つ
じ
」
の
レ
リ
ー
フ
が
刻
ま

隧す
い
道ど

う
は
後
山
へ
の
青
の
洞
門

　
大
正
末
期
、
六
日
町
小
学
校
高
等
科
３

年
生
が
帰
省
の
途
中
に
雪
の
後
山
峠
で
遭

難
す
る
な
ど
、
後
山
の
中
心
部
ま
で
の
交

通
に
難
儀
し
ま
し
た
。

　

後
山
の
元
薮
神
村
長 

小
川
泰
夫
を
先

頭
に
、
苦
労
を
重
ね
な
が
ら
後
山
ト
ン
ネ

ル
が
掘
削
さ
れ
ま
し
た
。
田
中
角
栄
（
当

時
、
大
蔵
大
臣
）
は
当
時
の
村
人
た
ち
の

苦
労
と
努
力
を
た
た
え
、
菊
池
寛か

ん
の
小
説

で
有
名
な
僧 

禅ぜ
ん

海か
い

の
苦
節
３０
年
、
九
州

の
青
の
洞
門
に
ち
な
み
「
昭
和
の
青
の
洞

門
」
と
命
名
し
ま
し
た
。（「
大
和
歴
史
か

る
た
」
よ
り
一
部
省
略
、
加
筆
し
転
載
）

　
小
川
泰
夫
が
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
を
思
い

立
っ
た
の
は
薮
神
村
長
で
あ
っ
た
昭
和
１８

年
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
峠
の
急
坂
は
、

い
く
つ
も
曲
折
し
て
い
た
た
め
「
四
十
八

曲
峠
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
３７

年
、
こ
の
峠
道
に
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
、

延
長
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
路
が
開
通

し
ま
し
た
。
こ
の
後
山
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

に
尽
力
し
た
小
川
の
功
績
を
た
た
え
た
胸

像
は
、
峠
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
建
立
さ
れ

れ
て
い
ま
す
。（
写
真
１
右
）
後
山
側
の

ト
ン
ネ
ル
入
口
手
前
の
側
壁
の
両
面
に
は

「
後
山
地
区
の
自
然
」
と
題
し
た
レ
リ
ー

フ
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
春
の
訪
れ
を
伝

え
る
「
ぜ
ん
ま
い
」
の
群
生
、
山
間
の
尾

根
に
時
折
姿
を
見
せ
る
「
日
本
か
も
し

か
」、
初
夏
に
地
区
の
湿
地
に
み
え
る

「
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
」
な
ど
地
域
の
自
然
が

モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
１

左
）

写
真
１　
後
山
ト
ン
ネ
ル
の
レ
リ
ー
フ

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課�
郷
土
史
編
さ
ん
係

�
☎
７
７
３

－

２
１
９
７

郷
土
資
料

�
あ
れ
こ
れ
80

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
社
会
教
育
課 

文
化
振
興
係

�

☎
７
７
３

－

３
７
５
６ 

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
２

－

８
１
６
１

の
び
の
び
越
後
上
布
体
験
講
座

～
塩
沢
の
織
物
に
ふ
れ
る
一
日
～

　
越
後
上
布
や
塩
沢
紬
な
ど
南
魚
沼
で
受

け
継
が
れ
て
い
る
織
物
の
技
術
を
、
こ
の

夏
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
に
ぎ
り

と
豚
汁
の
昼
食
が
あ
り
ま
す
。

日
時　
７
月
２６
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
３０
分

会
場　
鈴
木
牧
之
記
念
館
ほ
か

対
象　
市
内
の
小
学
３
年
～
６
年
生

内�

容　
苧ち

ょ
麻ま

の
刈
取
り
、
苧お

引び

き
、
藍
染
、

機
織
り
の
体
験
（
予
定
）

参
加
費　
１
，５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

締
切
り　
７
月
１７
日
㈬

申�

込
み　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

八色つつじのレリーフ（竣工式の様子）ミズバショウのレリーフ

苧麻から繊維を取り出す苧引き体験

市報 みなみ魚沼　令和元年7月1日発行15

まなびのひろば


